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はじめに -CONTIP-とは

CONTIP(Creative， Cooperative and Cultural Objects for Nuclear data and Tools on IntelligentPad) 

とは、メディアシステム IntelligentPadをベースにした、荷電粒子核反応データベース NRDFの新し

い検索システムの名称、です。我々はこのシステムの研究開発を行うことを目的として平成 10年度より

本格的な活動を開始しました。本システムは、

1)検索データの目的に応じた、複製、再編集、分析が可能なツールの実装。

11)ネットワークを通じたデータやツールの流通、それを通じた機能発達の促進基盤形成。

111)大量のデータからの知識発見の支援

これらを同一のソフトウェア上で実現させることを柱とした開発方針をとっています。

我々はこれらが実現されることにより、核データ及びその分析ツールを、 Creative(創造的)，

Cooperative(協調的)， Cultural(文化的)な特性を持ちあわせたメディア Objectsとして計算機上で取り扱

えるようにしたいと考えています。今回、システムの試用を段階的に徐々に多くの人に行ってもらい、

システムの機能向上改善にフィードパックを得ることを目的とした試作システムのマニュアルとして本

文は書かれました。

本文の構成は以下の通りです。

1.システムの概念と開発目標.

本システムの開発に至る経緯と、試作システムの概要、そして開発思想、将来計画について簡単に述

べます。

2.検索例に基づくTu加rial.

単純な検索例を通し、基本的な機能の説明を行います。

3. Padの基本操作説明.

IntelligentPad上で、の"Pad"の取り扱い方、および、検索用合成パッドについての説明を行います。

4.まとめ.

全体のまとめを行います。

ハ
h
u

F
同

υ



1.システムの概念と開発目標。

本システムの開発には北海道大学知識メディアラボラトリーを中心に研究が行われている 2次元メデ

ィアシステムである IntelligentPad(IP)を用いています。 IPの上では、データやツールはすべて紙切れ

の形をした Padとよばれる GUI(GraphicalUser Interface)上でのオブジェクトとして取り扱われ、複

製、再編集などのあらゆる操作を直感的なPad張り合わせを基準に実現しようとするものです。

1.1 NRDFの新たな利用システムの必要性

JCPRG(日本荷電粒子核反応データグループ)による荷電粒子核反応データベース(NRDF)は原子核物

理学の学術活動に伴うデータベースのーっとして発足しました[1，2]0 現在まで約 20年間のデータ収集

により、そのデータ数は数万にのぼり、論文として公開されている国内の荷電粒子核反応の実験データ

をほぼ網羅するものとなっています。荷電粒子核反応データは反応の種類や測定量に多様性を持つ事が

特徴であり、研究の進展に伴ってその多様性も進化するものです。 NRDFはこのような多様性の包含を

より容易にする自己発展可能性を持つデータベースのシステムを構築する事を主眼として開発されてき

ましたO 現在、荷電粒子核反応データの利用についての要求が増加しており、使い易い荷電粒子核反応

データの利用システム構築の重要性が益々高まって来ていると我々は考えます。例えば、データベース

の検索によるデータの取得だけでなく、取得したデータの再利用、即ち、データの可視化や任意のデー

タとの比較等を実現し、更に評価データ解析を行う為の土台を提供する基盤的検索システムの構築を目

標として、我々は、北海道大学工学部田中譲教授らを中心とする、計算機アーキテクチャー研究グル

ープが提唱し研究を行っている『知識メディア』の概念を NRDFに導入するプロジェクトを本格的に

始動しました。

1.2知識メディアとは?

一般に社会が保有する知見のより一層の発展をコンピュータとネットワークの技術により支援するに

は様々な知識を人が取り扱うことが出来るように外在化するための媒体表現の手法、概念の確立が重要

です。 知識とは媒体を通して始めて人の手により取り扱いが可能になります。そしてその媒体は「遺

伝子のごとくjアトミックな基本部品の組み合わせで定義することが出来て、再編集や再利用が可能で、

突然変異の如き新しい部品の追加も可能であることが望ましいと考えられます。このような機能を持っ

た「外在化された媒体J=MediaをR.Dawkinsの言う Meme(文化遺伝子)になぞらえて、 MemeMedia
(f知識メディアJ) と我々は呼びます[3]0

この『知識メディア』は特に学術、技術知識の高度利用と国際的な流通・再利用・再編を可能とする

基盤技術としての側面に焦点をおいて研究が行われおり、其の拠点として北海道大学・知識メディアラ

ボラトリーがあります。具体的なシステムとして我々は、二次元表現メディアアーキテクチャシステム

IntelligentPadを用い NRDF利用システムの研究開発を行うに至っています。 IntelligentPadシステ

ムはデータが画面上で紙片のメタファをもったオブジェクト(Pad)の概念で、取り扱われ、データの再編

集もPadの切り貼りなどの概念で直感的に実現できる一種のGUI構築技術です。近年の主流であるGUI

に先駆けて研究されてきたこのシステムの基本思想は科学技術や人文科学などあらゆる分野での計算機

上におけるデータとしてあらわされる「知識」を GUI上での Padとして取り扱い、その流通、再編、
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進化を促進する為の基盤として Padシステムを位置づけます[2]0この考え方は NRDFの要求する自己

発展可能性を内包した基盤システムの方向性と一致すると我々は考えるのです。これが我々の

IntelligentPadを用いる理由です。

1.3試作システム設計概要

データベースシステムは通常 SQLなどに構築しそのシステムに DBMSのコマンドでアクセスする事

により我々は必要なデータを取得します。 NRDFの背後にもこのような DBMSを用いていますが、デ

ータの検索のインターフェースとして IntelligentPadを介在させています。それによって、我々は反応

におけるデータを一枚の Padという媒体として扱えます。画面上で Padを机上の資料の分類、切り貼

りと同感覚に操作する事によって、直感的なデータ検索とその検索データ編集を実現させることが可能

です。更に再編集したデータの DBMSへの登録を、 Padを通じて行いシステム内のデータの再利用が

データベース自身を発展させる事を可能にするなど直感的なデータベースの利用が可能になるシステム

を目指しています(図.1・1)

実際に Windows95，98/NT上で動作する、富士通版IntelligentPad[4]上に NRDF検索システムを試

作したシステムの利用画面のハードコピーが図.1・2になります。

図 1・1.ネットワーク経由のシステム構成

1.4本システムの到達目標

図 1・2.システム画面例

冒頭に述べたように我々は、本システムの試作を通じ核反応データベースには、データ自身からその

分析、評価ツールまで総じて、 A.複製、再利用、 B.流通、進化、 C.知識発見の支援

の三要素を満たす知識メディアに基づく利用環境を構築するべきであると考えるに至りました[5]。そし

て具体的に IntelligentPadを用いることによりその実現を目指したいと考えています。そして、蓄積さ

れたデータのこれらの機能を持った利用環境を提供する事で評価済みデータベースへの拡張や理論的解

析システムとの融合を図った統合的な新しいシステムの構築が期待されます(図 1・3)。今後更に、試用シ

ステムによるベータテスト等を通じ、広くデータの利用者に公開することを目標とし、 EXFORを用い

た世界各地の核反応データベースの統合利用環境構築に対するー提案としての可能性も踏まえ今後の研

究を展開することが将来的な展望としています。
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図.1・3.IntelligentPadを経由したネットワーク上のデー夕、ツール

の創造的、協調的、文化的利用環境の概念図。
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2 Tutorial 

CONTIPの各部の説明に入るまえに、システムの動きに慣れていただくために、基本的な検索について

のTutorialを行います。このTutorialをひととおり行えば、 CONTIPの動きがつかめることと思います。

この Tutorialでは、標的核が炭素(12C)、入射核が陽子 (P)の反応を CONTIPによって、データベース

から検索し、グラフを表示して比較することを念頭においています。 CONTIPのベースとなっているアプ

リケーション flntelligentPadJは、すでにインストールされているものとし、ここではその方法につ

いては触れません。また、説明中で「クリック」とあれば左クリックを、「右クリックJとあれば右クリ
ックを表わし、マウスボタンを押しながら移動させることを「ドラッグjと呼び、他のパッドの上へ重

ねることを「ドロップJと呼ぶことにします。

2.1 Intel 1 igentPadの起動とデスクトップ

IntelligentPad (以下回と略す)を「スタートメニュー」の「プログラム」の円ntelligintPadJか

ら円ntelligentPadV4.1Jを選択し起動します(図2-1)0

図2-1IPの起動

IPが起動されたことを確認したら、メニューのファイルから「デスクトップを開くJを選択し、
fNRDF_SYSTEMJを開きます。すると、画面の左上に図2-2のような台紙パッドが現れます。

図2-2初期画面
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このパッドの上には検索用のパッド「限DFQuerylJおよび「限DFQuery2Jのアイコン(アイコン名は

それぞれ fQuery非1J、 fQuery非2J)、データをグラフにするパッドおよびそのグラフパッドを重ねて表

示できる fGraphBaseTemplateJを生成するボタンがのっています。

2.2検索の準備

では、実際の検索にうつります。この検索システムは、データベースから該当する反応式を満たすも

のを検索する第一段階と、そのデータ一覧を表示して、見たい論文データを検索する第二段階の二段階

システムを採用しています。まず、検索用のパッド「限DFQueryljおよび「限DFQuery2Jを呼び出す

ために、それぞれのアイコンをクリックします。すると、デスクトップに図 2-3のようなパッドがそれ

ぞれ現れます。

図2-3限DFQuerylと限DFQuery2 

限DFQuerylは、検索の第一段階として、入射粒子や標的核等を X-y座標のマス目として表す網目状の

シートを呼び出します。 x軸の Attributeを決めるのが fCOND非OJ、Y軸が fCOND非ljになっています。 x
軸、 X軸の候補はRCTの0----5、と AUTHORになっています。反応式A(a，b)BとはRCT，1(RCT，2，RCT，3)RCT，4

の様に対応します。したがって、例えば標的核を X軸に入射粒子を Y軸に採りたい場合、 X軸は COND非0

の右の白くなっている部分をドラッグして、 fRCT，1Jを選択します(図2-4)0同様にして、 Y軸はCOND引

を fRCT，2Jにします。これで、第一段階の準備は整いました。
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2.3第一段階の検索

検索を開始するには fQUERYJのボタンをクリックます(図2-5)0

図2-5検索開始ボタン

しばらく検索に時間を要します。検索が終了すると、問DFQuerylのパッド上に図 2-6の様な網目状の

シートが現れます。

図2-6Querylの検索結果 図2-7データのある部分を抜き出す

網目上にはそれぞれの軸に沿って、数字、アルファベット順に検索結果が配置してあります。つまり同

じ重陽子でも f2HJと fDJとでは f2HJの方が左(下)になります。網目のところどころにある赤い点

が、データの存在する部分です。またこの網目シートは赤い部分以外のところをドラッグして動かせる

ようになっています。このなかから必要な反応のデータを選ぶわけですが、おそらくこのままでは網目

が細か過ぎて、選ぶのが困難になるのでこのパッドの下の方にある、拡大・縮小スライダーを使って大

きさを調節します (f3基本操作Jの「限DFQuery2J参照)。いまマウスカーソルが網目上のどの核のデ

ータを指しているかは拡大・縮小スライダーの左に表示されます。網目シートを動かして、 RCT，lにf12CJ、

RCT，2 fpJが表示されるくらいの位置にします。マウスカーソルをその 12CとPとが表示されるマスに

合わせ、ドラッグしてパッドの外へ出すと、第二段階の検索のもととなるパッドが現れます(図2-7)。

2.4第二段階の検索

第一段階で生成したパッドを第二段階の検索用のパッド「限DFQuery2Jの上の部分にドラッグします。

fQueryJボタンをクリックして検索を開始します。しばらくの後に、限DFQuery2パッドの左下の部分

に検索結果が現れます。結果の中で、例えば f120:1Jは(図 2-9参照)限DFのデータベースの fD120
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の 1番目のデータ」であることを示しています。ではこの中から i1316:2Jを抜き出しますことにしま

す。はじめこのデータは画面に見えていませんから、データの結果の右にあるスクロールパーで調節し

て見える位置にし、 i1316:2Jのところでクリックします(図 2-10)0

図2-8Query2へ 図2-9検索の第二段階

i1316:2Jが黒く反転したらその右にある iGETJをクリックします。すると、その下に三段のテキスト

部分をもったパッドが現れます(図 2-11)0これでが i1316:2J、つまり D1316の2番目のデータを収録

したパッドになります。

図2-10検索完了 図2-11データパッドを抜き出す

2.5データのグラフ化

データをグラフ化するには 2.4で抜き出したデータのパッドをグラブ化するパッドの上に重ねること

で実現されます。 2.1で一番はじめに現れたパッド(図 2-2)の中央には、グラフ化のパッドを生成する

ボタンが六つ並んで、いました。この六つのボタンに描かれている色は、描画される点の色を表していま

す。いま、一番左上の赤い色の点が描いてあるボタンをクリックすると、画面中央付近に白いパッドが

現れます(図 2-12)0
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図2-12グラフ化パッド

このパッドの上に、 2.4で抜き出した f1316:2Jのデータパッドをドラッグして重ねると(図 2-13)、白

いパッドの中に赤い点が現れ(図 2-14)、これがデータのパッドをグラフ化する手)11貢となります。しか

し、おそらくこのデータのパッドをうまく動かせないのではないでしょうか。

-. 

I .， .， 

図2-13データパッドをドラッグ 図2-14グラフ化されたデ}タ

このデータパッドは白い部分を掴んでもドラッグできません。動かすには灰色の部分にマウスカーソル

を合わせ、 ドラッグしてください(図2-15)。

図2-15データパッドをドラッグするには

グラフ化パッドはどの部分を掴んでもドラッグできます。グラフ化したパッドは fGraphBaseTemplateJ 

というパッドで横軸、縦軸の数値を確認することが出来ます。図 2-2で示したパッドの一番右にあるボ

タンをクリックして下さい。
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図2-16GraphBase Template 

画面上に図 2-16のようなパッドが現れます、これが fGraphBaseTemplateJパッドです。これにグラフ

化されたパッドをドラッグすると(図 2-17)、グラフの数値の最大値、最小値が現れます(図 2-18)0現

在の段階では、それぞれの軸の数字の意味や単位等は表示されません。

図2-17GraphBaseへドラッグ

6.3 

0.50 
112.31 126.2 

図2-18グラフの軸の数値

2.6データの比較

fGraphBase TemplateJノtッドはグラフ化ノfッドを何枚も重ねて表示することが出来ます。またそれ

によって、データの比較がおこなえます。ここでは f1372:U、f1372:2Jを抜き出し、比較してみるこ
とにします。まず、 2.4で抜き出した f1316:2Jのデータパッドを「限DFQuery2Jのパッド外に動かし

ます(図2-19)。
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図2-19新たなパッドのための準備 図2-20三つのデータの比較

そして、 2.4での手順にしたがって、 11372:1ム11372:2Jを順次抜き出します。抜き出したデータパッ
ドを「限DFQuery2Jのパッド外に出さずに次のデータを抜き出すと、前のパッドの上に重ねて次のパッ

ドが現れますので、混乱を避けるために、データを抜き出した場合には、必ずそのパッドを「限DFQuery2J

外に出して下さい。それぞれのグラフを表示するため、 11372:lJには青のグラブパッドを、 11372:2J

には黒のグラフパッドを選ぴ、それぞれにドラッグしてグラフ化します。これら二つのグラフ化パッド

を IGraphBaseTemplateJにドラッグすると、三つのデータが重ねて表示され、データの比較が容易に

行なえます(図 2-20)。

3基本操作

前章の Tutorialをひととおり行うことで、このシステムの「動きJの勘がつかめたことと思います。

この章では各パッドの細かな操作について解説します。

図3-1パッド上で右クリック

はじめに、パッドの上で右クリックをして現れるメニューの各項目について解説します。操作を行いた
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いパッドの上にマウスカーソルを持っていき、そこで右クリックをすると図 3-1の様なメニューが現れ

ます。行いたい操作の上でクリックするとその操作モードになります。

3.1移動

文字どおりパッドを「移動」させる操作です。この項目を選ぶと、パッドがフレームで表されますの

で、移動したい場所までマウスを動かして、そこでクリックして位置を決定して下さい。また、メニュ

ーからこの項目を選ばなくても、マウスカーソルが図 3-2の形になっている場合はドラッグして移動す

ることが可能です。

φ 

図3-2マウスカーソルの形

3.2サイズ変更

パッドの大きさを変更したい場合に用いる操作です。パッドの左上を起点にして、右下の終点で大き

さを決定します。図 3-3のように大きさの仮想範囲がフレームで表され、クリックして大きさを決定し

ます。

図3-3サイズ変更

3.3複写

パッドの複写を行う操作です。複写されたパッドは機能もそっくり元のパッドと同じ物になっています。

3.4共有複写

この操作もパッドを複写するものですが、「複写jとの違いは、この「共有複写Jでは、パッドに受け
渡すスロット値を共有したまま複写する点です。つまり、共有複写されたパッドは、もとのパッドの変

化に応じて同じ変化をします。(図3-4、図3-5参照。)
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図3-4 r共有複写jされたパッドの一つヘドロップ

図3-5共有複写によって両方へ結果が反映される

3.5アイコン化

ノfッドをアイコンにする操作です。アイコン化されたパッドはクリックするともとの大きさに戻ります。

3.6削除

パッドを削除する操作です。削除の際に、「削除します、いいですか?Jといった確認は行いませんO

3.7関係付け

あるパッドと別のパッドに受け渡すスロット値の関係を繋ぎます。 IntelligentPadでは、パッドを重

ねることでそれらの関係を定義することができるが、パッドを重ねずに関係を付けたい場合に行う操作

です。詳しくはヘルプを参照してください。
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3.8ファイル

選択されたパッドを IPのファイルにして保存、または印刷する操作です。

3.9ツール

選択されたパッドがどのような階層構造をもっているか(階層情報)、またそのスロットの結合関係(結

合情報)等を表示する操作です。

3.10ヘルプ

選択されたパッドについてのヘルプを表示します。そのパッドのヘルプが存在しない場合もあります。

3.11プロパテイ

選択されたパッドの属性や結合状態、スロットの情報等を表示します。

次に、 CONTIP特有のパッドの説明を行います。 CONTIPではパッドの機能を活かし、専用の検索パッド

を保有しています、それが「限DFQueryljパッドと fNRDFQuery2Jパッドです。

3. 12 NRDF Query 1パッド

このパッドは限DFのデータベースに対して、 fCOND非OJに指定された attributeをX軸に、 fCONDね」

に指定されたものを Y軸にして網目丈のシートを表示し、それらの attributeにおいて二次元検索を可

能にするものです。 Tutorialでは X軸、 Y軸をそれぞれ fRCT，lj、fRCT，2Jとして検索しました。これ

は標的核を X軸、入射粒子を Y軸として検索したことになります。他の attributeを選びたい場合、例

えば、入射粒子と残留核で検索をかけたい場合は、 fR口，2Jと fRCT，4Jを X、Y軸にして検索をかけま

す。

検索を行うサーバーの指定は、 Querylパッドの右上の「設定」で、行っています(図3-6)0

図3-6Querylパッドのネットワーク設定

この部分をクリックすると図3-7のネットワーク設定パッドが現れます。とくに必要がない場合、この

部分を変更しないで下さい。

Q
d
 
po 



図3-7ネットワーク設定

rCGI-SERVERJは検索をかけるサーバのアドレスを記入します。デフォルトでは

rnrdf.meme.hokudai.ac.jpJになっています。 rCGI-PORTJはネットワークソケットのポート番号を表

し(デフォルトは 80番)、 rCGI-PATHJはサーバの検索cgiがあるパスを示しています。検索を開始する

には、 Tutorialで示したように rQUERYJのボタンを押します。ボタンを押すことで、設定したサーバ

}に対して query命令を送り、受け取った結果は網目丈のシートとして表示されます。この網目シート

の大きさを変化させるには、Querylパッドの右下にある「拡大・縮小スライダーjを使います(図3-8)0

図3-8拡張・縮小スライダー 図3-9連続的に変化させるには

この拡大・縮小スライダ}の虫眼鏡の+、ーの部分をクリックして網目の大きさを変化させることができ

ます。また、連続的に大きさを変化させたい場合は、図 3-9の様に、+とーの聞のスライダーの部分をド

ラッグすると連続的に大きさが変化します。 x軸 Y軸に選んだ条件のもとでデータベースにデータがあ
る部分は網目が赤く塗りつぶされています。 Tutorialで行ったように、データを抜き出すには赤い点の

上でクリックすると、データベースから指定されたデータを抜き出すためのパッド(図 3-10)が現れま

すから、それをドラッグして抜き出します。

図3-10データを抜き出すためのパッド
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3. 13 NRDF Query2パッド

Query1ノfッドで生成した図 3-10のパッドを元に、それに合致する全てのデータをデータベースから

抜き出すのが限DFQuery2パッドです。データを抜き出す手順は Tutorialにあるとおりです。最終的に

生成されるのが、データパッド(図3-11)です。

図3-11データパッド 図3-12Query2のネットワーク設定

また、ネットワークの設定はQuery1パッドと同様に左上の「設定Jで、行っています(図 3-12)0これも
特に必要がない場合は変更しないで下さい。

3.14データパッド

限DFQuery2で生成されたデータパッド(図 3-11)は限DFのデータファイルの一つのグラフデータに

ついての「切り出しJになっています。よって、そのグラフデータの書誌情報、実験情報等をーまとめ
にして保持しています(図 3-13)0限DFのデータ構造でいうならば、一つのデータ番号について、対応

するYYBIBセクション、持EXPセクション、持DATAセクションを元のデータファイルから切り出して一

つにまとめた物がデータパッドであるということになります。従って、このデータパッドはグラフデー

タについての全ての情報が、論文に引き出せる範囲で収録されていることになります。現在のところこ

れらの情報をこのパッドから得るためには、限DFのコードについての知識が必要ですが、近い将来、そ

れらの情報をコードに対する知識なしに閲覧できるようになります。

図3-13データパッドの各部解説
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3.15 GraphBase Template 

このCONTIP最大の特長である、「複数のグラフの重ね合わせによる比較jを行うパッドです。 Tutorial

にあるように、データパッドをグラフ化パッドにドロップすると、データパッドのグラフデータがグラ

フ化されます。グラフ化パッドを GraphBaseTemplateにドロップすると、グラフ化パッドの大きさは自

動的に GraphBaseの大きさになります(図3-14)0

図3-14グラフ化パッドの大きさの変化

GraphBaseへグラフ化パッドを次々と重ねていくと、 GraphBase上でグラフが次々と重なって表示され、

それらの比較が行なえるようになっています(図 3-15)0グラブ化パッドを外すには、重ねたときと逆

にグラフ化パッドをドラッグして GraphBaseの外に出します。 GraphBase上のパッドはドラッグした順

番に重ねられていますから、一番上のパッドは一番最後に重ねたパッドということになります。

図3-15GraphBaseヘドロップする
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図3-16グラブベースから抜き出せる順番

したがって、ドラッグして外に出すと、重ねた順と逆に外にでてくることになります(図3-16)0また、

図3-16からもわかるように、抜き出したグラフ化パッドのグラフの形がGraphBaseへドラッグする前と

後で変化している場合がありますが、これは GraphBase上で比較されたグラフの形そのままが出てきて

いるためで、単独で GraphBaseヘドロップすれば元の形へ戻ります(図 3-17)0なお、現在の仕様では

グラフの X、Y軸の最大値、最小値のみが表示され、単位や物理量などは表示されません。

0.9 

0.10 
10.自由

図3-17グラフの形
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4.まとめ

本マニュアルでは『知識メディアjアーキテクチャを目指す、 IntelligentPadを用いた NRDF利用

システムについてその現段階でのごく簡単な機能について述べてきました。ここで述べた機能は

IntelligentPad上での Padのもつ潜在的な能力のごく一部でしかないが、複雑な SQL文による検索条

件の指定を容易にするための技術や、データのインタラクテイブな分析機能など、本質的に重要な機能

が含まれていると考えています。そして現在も引き続いてシステムの実用化への改良や新機能の導入な

どを進めています。今後も様々な利用目的に対応したツールの構築など、『利用者』のニーズに対応で

きるような『シーズ』を本システムが提供して行けるように展開を図ることにより核データ有効利用の

ためのツール群や評価データの流通システムへ発展して行けると考えております。未だ粗削りなシステ

ムではあり、「ごく一部の方々へjという段階ですが、試用システムの CD-ROMによる配布が可能です。

ご興味ある方はご連絡をいただければ幸いです。利用を通じて核データに関わる皆様のご意見を集約し、

システムの今後に役立て、皆さんが利用できるようなシステムへと発展して行けるように尽力したいと

考えます。よろしくお願いいたします。
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